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ニャルワンダ語で「ウブムエ」（ubumwe）とは、「一致」「調和」「和」を意味する。

巻頭言
小峯 茂嗣
こみねしげつぐNGOアフリカ平和再建委員会事務局長

ルワンダという縁 ― 佐々木さんと私

1997年、私はルワンダに２ヶ月滞在し
ていました。NGO「アフリカ平和再建委員
会（ARC）」のスタッフとして、虐殺から
３年後の社会状況や、現地NGOの活動状況
の調査を行うことが目的でした。この前
年から、隣国ザイール（現・コンゴ民主
共和国）で内戦が勃発し、そこに逃れて
いた多くのルワンダ難民が本国への帰還
を始めた頃でした。

econciliationところでARCの「R」はR
（和解）の頭文字です。1994年の設立時、
紛争後の平和構築について「和解」とい
う角度から取り組んでいこうという思い
がこめられています。しかし97年当時、
ルワンダのNGOスタッフには「みんな家も
仕事も食べ物もないのに和解なんて言っ
ていられない」と言われ、ルワンダ人の
友人と虐殺追悼施設（虐殺時のご遺体が
そのままの状態で「保存」されていた）
を訪問した時は「これを見た遺族に和解
しろなんて言えるかい？」とも言われた
時、何も言葉にできませんでした。和解
とは大切で尊いことである反面、そこに
いたるまでの壁の高さ、厚さを痛感しま
した。

日本に帰国して数年後、ARCの事務所で
佐々木和之さんとお会いしました。もう
10年前のことになります。その後の佐々
木さんのルワンダでの研究や活動につい
ては、みなさんがご存知のとおりです。

私はといいますと、その後はルワンダ
に長期滞在することはなくなり、ARCのル
ワンダ駐在員を日本国内からバックアッ
プし、時々短期でルワンダを訪問するく
らいでした。また大学教員として大学生
をルワンダに連れて行くプログラムを行
ったりしていました。この頃にはすでに
ルワンダに拠点を築きつつあった佐々木
さんにもお世話になりました。いろいろ
なご苦労はあると思いますが、現地に張
り付いて活動されている佐々木さんとご
家族の皆さんをうらやましく思うことも
あります。

一方で、ここ数年、多くの日本人をル
ワンダという国に、また佐々木さんの活
動につなげていくことができました。ル
ワンダについて学びたい、取材したいと
いう問い合わせが、私のところにはよく
あります。そういった問い合わせの一つ
が、NHKのドキュメンタリー「“償い と"
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“赦し の家造り」という形で結実し、日"
本の人たちに今のルワンダと佐々木さん
の活動を紹介することができたのは、私
にとって大きな喜びです。

初めてルワンダに行って13年たちます
が、「ルワンダ」というものにまつわり
様々な縁が結びつきあって、そしてそれ
がさらに広がっていくことの不思議さと

面白さを感じています。

アフリカ平和再建委員会（ARC）
http://www.arc-japan.org

日本ルワンダ学生会議
http://jp-rw.jimdo.com/

癒しから和解へ
佐々木和之

「加害者たちによる家造り」。それは人間の根源的なささきかずゆき
ニーズと関わる取り組みなのかもしれません。

「尊厳の回復」という根源的な・・・。

■ルワンダからムラーホ！
ムラーホ！今号が皆様のお手元に届く

頃は、ワールドカップが終幕を迎えてい
ることでしょう。今回はアフリカ大陸初
の大会ということで、こちらでもとても
盛り上がっています。アフリカのチーム
では唯一ベスト８に残ったガーナがどこ
まで勝ち進むのか？日本の快進撃はどこ
まで続くのか？職場の内外でサッカー談
義に花が咲いています。思えば、私がア
フリカでワールドカップを見るのは5回目
になります。最初は20年前のエチオピア。
場所は田舎町のバーでした。座席を全部
取っ払い、皆が体操座りで肩寄せ合って、
快進撃を続けるカメルーンを応援しまし
た。サッカーは世界の共通語。ルワンダ
でもそのことを再確認しています。

■石けん造りに励む女性たち
４月から東部県ブゲセラ郡のニヤマタ

で、女性グループによる石けん造りプロ
ジェクトが始まりました！ニヤマタは、
キガリの南方約30キロ、車で約30分のと
ころにある地方都市で、虐殺が特に激し
かったことで知られています。実は、今
から10年前、私が初めて虐殺の現場を訪

ね、大きな衝撃を受けたのもこのニヤマ
タでした。プロジェクトの参加者は、REA
CHが２年前から実施してきた「癒しと和
解のセミナー」の受講者で、虐殺により
夫を無くした女性たちと、虐殺に関与し
た罪で刑務所に入っているか、刑期を終
えた夫を持つ女性たち、計51名です。

数種類の原料をよく攪拌するための石
けん製造器は、アメリカの支援グループ
の援助により購入しました。女性たちは
３つのグループに分かれ、週に２日ずつ
働きます。１ヶ月に棒状の細長い石けん
（販売価格500フラン、日本円で約80円）
が約２千個（日本の石けんに換算すると
約８千個）造れ、材料費等を差し引くと
約50万フラン（約８万円）の収益が得ら
れる計算です。参加している人数が多い
ため、１人当たりの収入は月１万フラン
（約1600円）に過ぎませんが、現金収入
のほとんどない女性たちにとっては貴重
な収入源です。

女性グループのリーダーのレニアさん
は、「さらに講習を受けて、もっと質の
良い石けんを造れるようになりたい」、
「しばらくしたら、この事業で得た収益
を使って、ろうけつ染めのプロジェクト
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を始めたい」などの豊富を語ってくれま
した。メンバーの１人であるオノリーネ
さんは、プロジェクトを初めて良かった
こととして、一緒に祈ったり、困ってい
ることを相談しあったりと、女性たちの
結束が強まったことを話してくれました。
彼女たちの活動が少しずつ拡がっていく
ようにお祈りください！

■「償いのプロジェクト」第２期がスタ
ート！

本誌14号と15号にて、REACHが関係を保
ってきた元受刑者たちが、ボランティア
として被害者のために家造りを始めたこ
とをお伝えしました。REACHは、ジェノサ
イド16周年を迎えた4月、この元受刑者た
ちによる継続的な償いの取り組みを後押
しし、「修復的正義による和解」のプロ
セスをさらに前進させるために、「償い
のプロジェクト」第2期を開始しました。
今後約10ヶ月間、日本の皆様からのご支
援金計360万円を用いさせて頂き、以下の
課題に取り組んでいくことになりました。
①元受刑者が結成したグループによる
「償いの家造り」（新規の住宅建設7軒と
改築５軒、計12軒の建設・改築）に必要
な建設資材を支給すると共に大工１名を
派遣する。
②劣悪な居住環境に置かれている元受刑
者の世帯に対しても建設資材（屋根用の
トタン板）を支給する。計10家族への支
給を計画。
③家庭訪問等を通し、家造りの受益者で
ある虐殺生存被害者（genocide survivo
r）と家造りに参加する元受刑者に対する

心のケアを継続する。
④両者がお互いの体験や思いを分かちあ
うための対話集会を開催する。

昨年まで実施していたプロジェクトと
の違いは、まず第一に、家造りが労働奉
仕刑の受刑者によってではなく、既に刑
期を終えて故郷の村に帰還した元受刑者
たちによってなされるということです。
「自由の身」になりながらも出来る限り
の償いを続けていこうという彼らの取り
組みは、各集落の虐殺生存被害者たちか
ら好意的に見られており、「修復的正義
による和解」の実現に向け、とても重要
な一歩になります。次に第二の違いは、
元受刑者の世帯への支援をプロジェクト
の活動の一つに組み入れたことです。実
施地域に住む元受刑者の世帯の中で、劣
悪な居住環境に置かれている世帯に対し、
屋根として用いるトタン板を支給します。
以前であれば、地元の虐殺生存被害者た
ちから「なぜ加害者側の人たちに支援す
るのか？」という反発の声が上がること
は必至でした。しかし私は、これまでの
元受刑者たちの償いの取り組みにより、
虐殺生存被害者たちの意見が変わってき
たと感じています。今後、さらに元受刑
者による「償いの家造り」が成果を上げ、
虐殺生存被害者たちの理解を十分得られ
るようになってから、トタン板の支給を
開始したいと思います。

【ボランティアの家造りを呼びかけたタデヨ

さんと】

６月15日現在、３つの集落で計32名の
元受刑者たちが計６軒の住宅建設・改築
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に取り組んでいます。それぞれの現場で
土台作りは既に完了し、これから日干し
煉瓦を積み上げる作業に移っていきます。
今後とも応援をよろしくお願い致します。

■心からの償いを求めるサベリアナさん
私がサベリアナさんと出会ったのは、

今から約４ヶ月前のことです。元受刑者
たちによる家造りボランティアを最初に
申し出たタデヨさん（14号参照）が、私
を彼女の家に連れて行ってくれました。
今から約16年前の1994年、彼女が31歳の
時にジェノサイドが起こり、両親や兄弟
姉妹を失いました。彼女自身は山刀で体
中を斬りつけられ、意識を失いながらも
奇跡的に助かったのでした。それ以降、
彼女は４人の孤児を引き取り、彼らと一
緒に粗末な小屋に暮らしてきました。タ
デヨさんと元受刑者の仲間たちは、刑期
が終わって自分たちの村に戻った後、サ
ベリアナさんの家が崩れかかっているの
を見て、それを建て替えてあげたいと考
えました。しかし、材料費を負担する余
裕が無く、REACHに支援を求めたのでした。

２月中旬、タデヨさんの案内で、丘の
中腹にあるサベリアナさんの自宅を訪ね
ました。彼女と挨拶を交わしながら、私
は、彼女の顔面、右目の下から顎にかけ
て延びている深い傷跡にまずショックを
受けました。そしてその後すぐ、彼女と
握手を交わした時、再びハッとしました。
彼女の右手の指が数本欠けていることに
気づいたからです。挨拶の後、彼女は、
私とREACHのオーグスティンさんに小屋か
ら出してきた長いすに座るように勧めま
した。それから彼女は、私たちの前にゴ
ザを敷いて腰を下ろすと、タデヨさんも
彼女の隣に腰を下ろしました。

私の目の前で２人が隣り合わせで座っ
ていることは、紛れもない事実でした。
しかし、その事実を頭では理解しながら
も、心で受けとめられないのでした。タ
デヨさんは16年前、このルガンド村で、
ツチの家族を次々と襲撃したフツの村人

たちのリーダー格の１人でした。それば
かりか、住居建設への参加を申し出てい
る10人ほどの元受刑者の中には、サベリ
アナさんの襲撃に直接加わり、彼女を山
刀で斬り付けた者たちもいるとのことで
した。肉親を殺され、自らも九死に一生
を得たサベリアナさんが、加害者の１人
であるタデヨさんと自然に言葉を交わし
ているという「奇蹟」を目の当たりにし、
私は戸惑ったのでした。

私は、率直に彼女にこのように尋ねま
した。「本当に彼らに家を建ててもらう
ことが良いことなのですか？あなたが望
むなら、私が大工仕事の上手な友人たち
と一緒にやってきて建ててあげます
よ。」すると彼女は、タデヨさんの方に
目をやってから、静かに、しかし、きっ
ぱりとこう言いました。「この人たちに
建ててもらいたいのです。この人たちが、
私を傷つけたのですから。」

一般的に言って、自分や家族を傷つけ
た加害者の顔など見たくもない、といっ
た被害者の心情の方が分かりやすいので
はないでしょうか。しかし、サベリアナ
さんをはじめ、ルワンダで私が出会って
きた人々の多くが、「誰でも良いからと
にかく家を」ではなく、「加害者たちに
よる家造り」を願っているのです。そし
てその家造りとは、加害者による心から
の償いとしての家造りなのです。

それでは、彼・彼女たちはなぜ加害者
による償いをそれほどまでに求めるので
しょうか？私はルワンダで働く中で、そ
れは人間の根源的なニーズと関わるもの
だからなのだと考えるようになりました。
そして、その根源的なニーズとは、「尊
厳の回復」と言い換えることができるか
もしれません。サベリアナさんを山刀で
斬り付けた者たちは、その暴力行為によ
って彼女の人間性を否定し、尊厳を踏み
にじりました。彼女が加害者たちによっ
て奪われた尊厳の回復のために、加害者
たちによる償いがとても重要な意味を持
っているのです。
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【サベリアナさんと4人の子どもたち】

■癒しから和解へ
タデヨさんらによる家造りが始まって

から２週間後、サベリアナさんを訪ねま
した。その日、作業は休みでしたが、す
っかり家の土台ができあがっていました。
にこやかに出迎えてくれたサベリアナさ
んに、「今年のジェノサイド記念期間は、
昨年までと比べてどうですか？」と尋ね
ました。すると彼女は、「去年までは悲
しい気持ちを誰ともシェアーすることが
できませんでした。家の中に閉じこもり、
暗い気持ちで過ごすことが多かったです。
でも今年は、皆さんがこのようにして訪
ねてくれること、受刑者であった彼らが
家造りを始めてくれたことに励まされて
います。それらひとつひとつに神の愛を
感じ、強められています。」と答えたの
でした。

以前私は、サベリアナさんに「何があ
なたをそんなに強くしているのです
か？」と尋ねたことがあります。それに
対する彼女の答えは、「それは、神に祈
ることでしょうか。祈りの中で、私は平
安を得るのです」というシンプルなもの
でした。そして、１週間に何度となく、
自宅から３キロ離れたカトリック教会に
出かけ、祈りの時を持っていると話して
くれました。彼女は信仰によって支えら
れているのです。

自分があれほどまでの苦難を得なけれ
ばならなかった理由を、彼女は信仰的に
どのように理解しているのでしょうか？
私はまだこれらのことを尋ねたことがあ

りませんから、彼女がどう考えているの
か分かりません。今私が言えることは、
彼女が、その不幸の極みとも言える体験
にもかかわらず、信仰を失わずに祈り続
けてきたということ、それが、紛れもな
い事実なのだということです。襲撃者た
ちの凄惨極まりない暴力は、彼女の体の
みならず心をも切り刻んだに違いありま
せん。にもかかわらず、彼女は、神との
交わりの中で、癒しへの道を歩み続けて
いるのです。

カトリックの神学者、ロバート・シュ
レーターは、『和解のミニストリー』と
いう著書で以下のように述べています。
「神は、和解の働きを被害者の生の只中
で始められる。....加害者が被害者から奪
い取ろう、あるいは破壊しようとした人間
性（humanity）を回復することから始めら
れるのである。....和解を経験するとは、命
を与えてくださる神との交わりの中で、傷
ついた人間性の回復という、神の恵みを経
験することなのだ。」

16年前、彼女の人間性は完全に否定さ
れ、踏みにじられました。彼女が加害者
たちから受けた仕打ちを考えると、癒さ
れるなどということがあり得るのだろう
かとも思ってしまいます。しかし、彼女
は加害者たちと人間的に言葉を交わせる
までになり、祈りのうちに平安を得てい
ると語るのです。そして今、神が彼女を
愛しておられること、彼女の人生の只中
におられることを力強く証言しているの
です。

これから数ヶ月の間、タデヨさんたち
による家造りが続きます。サベリアナさ
んとタデヨさんたちの間に和解が実現す
るのかどうか、私は決して楽観している
わけではありません。彼女に赦しを強い
るようなことがあってはなりませんし、
赦しと和解はプロセスであり、いつ完結
するというものでもないはずです。私に
は彼らを見守ることしかできませんが、
「御自分の肉において敵意という隔ての
壁を取り壊し」てくださったイエス・キ
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リストが（新約聖書エフェソの手紙２章
14節）、サベリアナさんとタデヨさんた
ちの真ん中にいてくださるように祈り続

「はっきり言っておけたいと思います。
くが、どんな願い事であれ、あなたがた
のうち二人が地上で心を一つにして求め
るなら、わたしの天の父はそれをかなえ
てくださる。二人または三人がわたしの
名によって集まるところには、わたしも

（新約聖書マその中にいるのである。」
タイによる福音書18章19から20節に記さ
れているキリストの言葉）

【サベリアナさんと元受刑者たちと基礎工事

の現場で】

■光と闇を見据えながら
前号でお伝えしたように、７年ぶりの

大統領選挙が８月９日に実施される予定
です。選挙前のルワンダに暮らしながら、
今、いろいろなことを考えさせられてい
ます。ルワンダは、カガメ大統領の強力
なリーダーシップのもと、目覚ましい経
済成長を続け、大虐殺の後、僅か十数年
で「奇蹟の復興」を遂げた国として賞賛
されてきました。しかし、一部の富裕層
と大多数の貧困層の間の格差は拡大の一
途をたどっています。また、政権批判に
つながる言論が極度に制限されているな
ど、この国の発展の形は手放しで喜べる
ものではありません。

選挙が近づくにつれ、ここのところ現
政権の強権的な体質が顕著になっていま
す。国際人権団体ヒューマン・ライツ・
ウォッチの現地代表の実質的な追放、政

府に批判的な新聞２誌の発刊停止、大統
領選に出馬の意志を表明している女性政
治家の逮捕（現在保釈中）、さらには、
その女性政治家の弁護のために入国した
アメリカ人弁護士の逮捕など、現政権に
批判的な言論を力ずくで封じ込めようと
する動きが強まっているのです。選挙ま
で２ヶ月を切った今、民主化推進を掲げ
る３つの新政党（うち２つは未公認）に
よる大統領候補擁立の動きは阻まれたま
まです。

現状をただ「アフリカン・ドリーム」
としてもてはやすのではなく、この国の
光と闇をしっかりと見据え、長期的な視
野で人々の平和と和解への歩みを支援し
ていくことが求められています。

■家族の近況
萌：膝の靱帯の手術は成功し、リハ
ビリを続けています。９月から始まる
日本での大学生活を楽しみにしてい
ます。
仁：親には反対されていますが、ル
ワンダでバイク免許の取得を画策中
です。
共喜：夏休みに入り、朝は日本語の読
み書きの特訓、昼はテニスに励んでい
ます。
恵：毎朝約１時間のウオーキングを始
め心も体もスッキリしてきました。
和之：週末は家庭菜園で気分転換。
大根、白菜、小松菜、チンゲン菜、
ゴボウ、水菜、分葱、ニラ、コリア
ンダーと、どれもよく育ちます。

私たちは、７月中旬にケニアで萌の卒
業式に参加した後、イギリス経由で
８月に一時帰国します。家族揃っての
帰国は10年ぶりのことですので、皆と
ても楽しみにしています。
私たち一家のために御加祷下さい。
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折り紙・絵本・ふれあい
佐々木 恵

ここルワンダの未来を担う子どもたちと ささきめぐみ
共にいられることに、感謝しています。

■子どもたちとの触れ合い
早いもので、ピース・インターナショ

ナル・スクール（PIS）で折り紙教室をす
るようになって、４年以上が過ぎました。
キガリ市内の都市開発にともなって、学
校の立ち退き問題が浮上し、一時はこの
学校がどうなることかと危ぶまれたこと
もありましたが、いまでは、新しい土地
に学校建設もはじまり、おもいがけない
展開を見せています。

新しい校舎は、キガリから２時間ほど
北西にあるニャンザという町に建設がは
じまりました。旧都ブタレに向う街道沿
いの斜面が切り開かれ、既に基礎工事が
終了しています。土地購入に当っては、
デニスさんの日本の友人やバプテスト女
性連合からの寄付金があてられ、学校建
設は、日本大使館の草の根無償資金の申
請が受け入れられたことで実現したので
した。新しい学校の開校は、まだしばら
く先のことになりますが、これから、こ
の学校との関係も新しい局面に入ってい
くことだろうと期待しています。

【基礎工事が完了しました！】

さて、折り紙教室の新しい活動として、

先月から絵本の読み聞かせをはじめまし
た。「はらぺこあおむし」、「てぶく
ろ」、「もりのなか」、「わたしとあそ
んで」など、日本でも良く知られている
絵本をわたしが英語で読み、ダティヴァ
さん（校長夫人）がルワンダ語になおし
て聞かせるという方法で読み聞かせをし
ています。ところどころ、私がルワンダ
語に訳せる簡単なところはそのままルワ
ンダ語で読んでいます。

先週は、ルワンダ語の家庭教師ピータ
ーに、日本の知人が送ってくださったデ
ズモンド・ツツ大主教の｢かみさまのゆ
め｣という本を訳してもらい、何度も読み
方を練習して折り紙教室に臨みました。
ところが学校に行ってみると、連絡の手
違いで７人の生徒しか集まっていません
でした。通常は40人ほどの子どもたちが
集まるのです。そのうえ、通訳としてあ
てにしているデニスさんご夫妻も新しい
学校の建設現場に出掛けていて留守・・
・でも子どもたちは、｢絵本を持ってき
た？｣と、私のバッグの中をのぞき込むほ
ど、とても楽しみにして待っていてくれ

「佐々木さんを支援する会」会報 NO.16／2010.7.10（季刊）
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たのでした。ルワンダ語には、鼻に抜け
るとても難しい発音があるので、ピータ
ーに教えてもらったルワンダ語訳を書い
た紙を読みながらの不安な読み聞かせで
したが、｢私のルワンダ語が解る?｣と聞く
と、しっかりうなずいてくれるのでした。

私はこの日、折り紙を教えたり、一緒
に歌ったり、絵本を読んでやったりする
こと、この学校で子どもたちの間に座り
ながら、同じ時間を過ごしていることに
とても居心地の良さと幸せを感じました。
｢手を叩きましょう｣を歌うと、笑い顔、
泣き顔、怒り顔をつくりながら、表情た
っぷりに歌ってくれます。（写真をご覧
下さい！）｢先生とお友だち｣を歌うと、

とても嬉しそうに握手をしてくれます。
その反応の一つ一つに励まされながら、
ここルワンダの未来を担う子どもたちと
共にいられることに、今、とても感謝し
ています。

事務局からお知らせ●
新たに支援をくださった方々です。感謝致します。

（'10年２月1日～）
伊藤 倭、鈴木悦子、鈴木道子、宮脇勝男、学校法人 横浜英和学院、五嶋明子、福岡
城西キリスト教会、吉田圭子、鹿児島加治屋町教会（代表役員飯田輝明）、山崎祥子、
沖縄バプテスト連盟女性会、松嶋尋美、捜真女学校（醍醐様）、聖学院小学校児童会宗
教部、水戸部博美、啓明学園 中学・高等学校 宗教教育部、平林 稔、旭川バプテス
ト教会 エステル会

以上（敬称略・献金年月日順）

●郵便振替口座 00250-0-112907 佐々木さんを支援する会●

●事務作業を簡素化するため、すべての支援者に一律に「振替用紙」を同封させていただ
いています。請求ではありませんのでご了承ください。必要な方はご利用ください。

●なお、「郵便自動引き落とし」をご利用いただけます。ご連絡いただければ、所定の申
込用紙を送らせていただきます。洋光台教会・蛭川まで。（電話045-774-9861）

●佐々木さんを支援する会ＨＰ（ホームページ）
佐々木さんの活動報告、写真館、等。

佐々木和之さん、恵さんのブログも適時http://rwanda-wakai.net/
更新しています。

●世話人会 金子 敬（古賀教会牧師）、蛭川明男（洋光台教会牧師）、
村上千代（日本バプテスト女性連合幹事）、吉高 叶（栗ヶ沢教会牧師）


